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5
8
の
瞳
が
既
喩
を
の
ん
で
ア
ル

ミ
の
箱
を
見
守
る
。
か
ち
り
。
小

さ
な
手
か
、
に
ぶ
く
光
る
南
京
錠

の
鍵
を
そ
っ
と
掛
け
た
。
止
め
て

は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た
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伊
達
市
立
石
田
小
字
坊
り
福
島

県
伊
達
市
雲
山
町
の
山
あ
い
に
た

た
ず
む
、
全
校
児
童
2
9
人
の
小
さ

な
学
校
だ
。
３
月
2
0
目
。
2
9
人
は

2
0
年
後
の
自
分
に
向
け
た
于
紙

を
、
ア
ル
ミ
の
箱
の
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
に
大
切
に
封
印
し
た
。

　
　
　
福
島
か
ら
新
見
へ

　
　
［
あ
な
た
は
バ
リ
バ
リ
働
い
て

い
ま
す
か
］
「
お
花
星
さ
ん
に
な

る
の
が
夢
で
す
」
［
放
射
能
で
体

育
か
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
は

覚
え
て
い
ま
す
か
］
Ｉ
。
未
来
に

宛
て
ら
れ
た
数
々
の
言
葉
は
、
新

見
市
ま
で
杓
子
ｊ
を
車
で
運
ば
れ

た
。

　
４
月
。
新
見
市
哲
多
町
に
あ
る

　
「
公
設
国
際
貢
献
大
学
校
」
の
資

料
室
で
、
カ
プ
セ
ル
は
ガ
ラ
ス
張

り
の
ケ
ー
ス
に
保
管
さ
れ
た
。
比

較
的
放
射
線
急
が
高
い
石
田
小
の

校
具
に
包
め
る
と
、
符
米
釧
り
起

こ
せ
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

大
学
校
が
開
封
の
日
ま
で
。
預
か

り
、
守
る
。

　
大
学
校
は
1
1

年
前
に
開
校
し
　
　
１
伺
－
目
‐
目
日
μ
日
日

だ
国
原
支
援
の
　
証
じ
ヽ
仰

人
材
育
成
機
関
　

六
長

だ
。
迷
宮
に
は

削
節
医
療
良
助

団
体
「
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
サ
グ
ル
ー
ブ

　
（
本
部
・
岡
山

巾
）
の
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
国
際
福
祉
京

菜
団
が
参
両
す

る
。
　
国
連
や
外
務
省
、
岡
山
県
と
連

携
し
て
テ
ロ
対
策
や
救
命
活
動
の

講
習
を
開
き
、
海
外
で
活
躍
す
る

人
材
を
育
成
す
る
一
方
、
地
域
医

療
に
も
力
を
入
れ
る
。
医
師
不
足

に
悩
む
新
見
市
で
、
分
娩
施
設
を

備
え
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
介
護
施
・
設

を
開
設
。
地
元
に
欠
か
せ
な
い
存

在
だ
。

　
　
子
ど
も
に
寄
り
添
う

　
昨
年
1
2
月
。
石
田
小
の
教
室
で

包
と
り
ど
り
の
冠
を
か
ぶ
り
、
子

ど
ち
た
ち
の
笑
顔
が
咲
い
た
。
フ

ラ
ン
ス
在
住
の
オ
ブ
ジ
エ
作
家
、

氷
木
ア
コ
〔
羽
〕
の
図
工
の
授
業
。

水
木
が
パ
リ
か
ら
持
参
し
た
包
紙

や
ベ
ン
で
冠
作
り
を
県
し
ん
だ
。

　
「
で
き
た
、
見
て
！
」
、
校
玖
だ

り
た
村
田
権
一
・
（
5
1
）
は
目
を
細

未来への言葉守る
2
0
年
後
の
自
分
に
宛
て
た
手
紙
や
写
真
を
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
る
伊
達
市
立
石
田
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
＝
燭
涙
伊
達
市

め
て
見
守
っ
た
。

　
東
日
本
大
雪
泥
か
起
き
た
日
の

朝
、
永
末
は
パ
リ
の
自
宅
で
パ
ソ

コ
ン
を
開
２
４
ｙ
友
人
か
ら
た
く

さ
ん
の
メ
ー
ル
。
動
画
サ
イ
ト
に

は
、
母
国
の
街
を
津
波
が
覆
い
尽

く
す
映
像
が
流
れ
て
い
た
。

　
　
「
行
か
な
き
ゃ
」
。
幼
稚
園
で

子
ど
も
が
泣
い
て
い
る
映
像
を

見
て
、
突
き
上
げ
る
よ
う
に
思
っ

た
。
ど
ん
な
形
で
も
い
い
。
子

ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
た
か
っ

た
。

　
だ
か
、
被
災
地
人
り
は
難
し
い
。

や
り
切
れ
な
い
忌
い
を
抱
え
た
永

末
を
、
大
学
校
か
石
田
小
と
結
び

付
け
た
。

　
大
学
校
は
震
災
直
後
か
ら
被
災

地
に
入
っ
て
救
援
物
資
を
運
び
、

避
難
所
運
営
に
協
力
し
た
。
昨

年
９
月
、
石
田
小
を
モ
デ
ル
校
に

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
。
永
末

は
こ
れ
に
加
わ
り
現
地
に
入
っ

た
。

　
大
学
校
の
理
事
長
的
野
秀
利

　
（
4
4
）
は
「
被
災
し
た
瞬
間
か
ら
、

今
度
は
災
害
か
ら
の
『
卒
業
』
か

大
事
に
な
る
」
と
考
え
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
活
動
で
世
界
中
の
紛
争
や
災

害
を
見
て
き
た
。
被
災
地
の
子
ど

も
に
は
、
足
元
に
落
と
し
た
目
線

か
ら
少
し
ず
つ
、
顔
を
上
げ
て
遠

く
を
、
広
い
世
界
を
見
て
ほ
し
い
。

　
こ
ん
な
思
い
か
ら
国
際
学
習
を

企
画
し
た
。
ト
ル
コ
地
震
の
被
災

者
に
子
ど
も
た
ち
は
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
辺
り
、
訪
日
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
大
使

を
招
い
た
授
業
も
行
Ｊ
だ
。
水
末

の
授
業
も
外
因
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
狙
い
だ
。

　
学
校
を
代
斉
し
で
東
京
の
ト
ル

コ
大
使
館
ヘ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け

た
八
島
祐
輝
（
1
2
）
は
「
こ
れ
ま

で
ト
ル
コ
の
こ
と
を
調
べ
よ
う
な

ん
て
思
わ
な
か
っ
た
け
ど
、
興
味

　公設国際資献大学校は石田小のliかに、堵波で校
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を
持
っ
た
」
。
震
災
で
各
地
か
ら

支
援
を
受
け
た
か
ら
、
今
度
は
自

分
も
人
を
支
え
、
助
け
た
い
。
夢

は
弁
護
士
だ
。

　
体
育
や
校
外
で
の
学
習
か
制
限

さ
れ
た
原
発
事
故
後
の
学
校
生

活
。
村
田
は
［
不
幸
を
チ
ャ
ン
ス

に
変
え
る
の
が
教
育
。
事
故
は
経

験
し
た
く
な
か
っ
た
か
、
こ
う
い

う
チ
ャ
ン
ス
に
も
恵
ま
れ
た
」
と

話
す
。
多
く
の
情
報
に
触
れ
さ
せ

て
子
ど
も
の
視
野
を
広
げ
、
選
択

肢
を
増
や
す
の
か
学
校
の
役
目
と

考
え
る
。

　
　
開
封
の
そ
の
日
ま
で

　
石
田
小
の
学
区
内
に
は
、
放
射

線
量
か
局
所
的
に
高
い
特
定
避
難

勧
奨
地
点
か
あ
る
。
被
ば
く
を
避

け
る
た
め
大
学
校
か
伊
達
市
で
雨

が
っ
ば
を
配
っ
た
の
か
き
。
っ
か
け

て
、
的
野
と
村
田
は
出
会
っ
た
。

的
野
は
打
田
を
「
こ
こ
を
守
り
抜

く
と
い
う
情
熱
を
感
じ
た
。
戦
困

の
匪
の
『
伊
達
も
の
』
」
と
表
現

す
る
。

　
２
人
が
意
気
投
合
し
て
始
め
た

田
原
学
習
は
、
本
年
度
は
当
初
か

ら
カ
リ
午
サ
フ
ム
に
組
み
込
ま
れ

た
。
村
田
は
春
の
異
動
で
石
田

小
を
去
っ
た
が
、
大
学
校
と
石

田
小
の
交
流
は
深
ま
っ
て
い

る
。
　
　
「
カ
プ
セ
ル
を
開
け
る
時
、

自
分
は
ど
う
な
っ
て
い
る
と
思

う
？
」
。
聞
か
れ
て
菅
野
真
未

　
（
1
2
）
は
は
に
か
ん
だ
。
「
結

婚
し
て
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を

開
け
る
時
に
は
子
ど
も
も
連
れ

て
行
き
た
い
」
。
真
未
の
夢
は

看
護
師
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ

て
「
世
界
中
の
人
と
私
た
ち
は

つ
な
か
っ
て
い
る
」
と
考
え
た
。

世
界
の
難
民
を
助
け
る
看
護
師

に
な
り
た
い
。

　
思
い
出
を
2
0
年
間
預
か
る
重

責
に
、
的
野
は
背
筋
か
伸
び
る

思
い
が
す
る
。
「
み
ん
な
、
絆

と
い
う
言
葉
を
安
く
使
う
。
で

ち
僕
た
ち
が
し
で
い
る
の
は
支

援
活
動
。
交
接
の
『
援
Ｌ
が
や

が
て
ご
縁
の
「
縁
」
に
な
り
、

つ
な
か
り
を
深
め
て
い
く
と
よ

う
や
く
絆
に
な
る
。
僕
た
ち
は

今
、
や
り
と
絆
の
入
り
ロ
に
立

っ
た
ん
だ
と
思
う
」

　
　
（
敬
称
敗
『
文
・
鮎
川
往
直
、

男
役
で
鈴
木
大
介
』
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